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欧米ではロゼッタネットの
新たな動きが…
　欧米でのロゼッタネット参加パートナーは

2003年度末時点で米国158社、欧州46社が

参加しているが、ここで新しい潮流が生じ始め

ている。

　その1つは04年6月に欧州を中心にしたテ

レコムカウンシルの設立であり、従来のパソコ

ンを中心にした業界に加え、携帯電話分野でも

ロゼッタネット標準導入推進の母体が出来たこ

とである。

　このカウンシルへは、ブリティッシュテレコ

ム、ドイツテレコム、ジーメンス、ノキア、モ

トローラ、シスコシステムズ、エリクソン、ネ

クステル、ボーダフォン、AT＆T等17社が参

加している。

　このTCカウンシルでのロゼッタネット標準

の実装ターゲットは多岐に渡り検討されている

（TCカウンシルの詳細についてはfile32「ロゼッ

タネットの新しい展開－TC（電気通信）カウン

シル」にて紹介）。

　もう1つが04年2月に設立されたロジス

ティックカウンシル（LGカウンシル）である。

FedEx、UPS、エクセル、DHL、Menlo、シ

スコシステムズ、ヒューレット・パッカード

（HP）、IBM、テキサスインスツルメンツ他が

参加している（LGカウンシルの詳細について

はfile28「LGカウンシルの設立」で紹介）。

　このLGカウンシルでは、実際の物流及び物

流情報の流れを軸に、各カウンシルを横断的

に支援とするものであり、電子通関、船積み

出荷情報交換、サードパーティロジスティック

（3PL）等を具体的に物流業界の視点で支援し

ていくものである。

　新しい潮流を整理してみると、従来のロゼッ

タネット標準導入が、受発注、在庫管理、生

産情報交換等の製造工程に関連するプロセスか

ら、物流プロセス、支払い決済、設計情報・デー

タ交換プロセス等の近隣関連業界に具体的な実

ビジネスとして拡大されてきたことを意味して

いる。

　このようにロゼッタネット標準は、近隣関連

業界への浸透とビジネスプロセス分野の拡大が

二大潮流として大きな衝撃を与え始めている。

　加えてUCCとの合併、OASISとの連携等

によるシナジー効果として、EPCグローバル

（RFID関連）との連携などでハイテク業界に新

しい分野が開かれてくる。こうした動きに日本

企業も大きく関係してくるので引き続き注視し

ていきたい。

ロゼッタネットの新しい動き

産業分野への広がり

適用ビジネスプロセスの拡大

情報機器（IT）
電子部品（EC）
半導体製造（SM）
ソリューション（SP）

受発注／在庫管理／需給予測／出荷通知／生産状況他

設計開発関連
（新製品情報）（環境情報）（仕様書交換）他

ロジスティック＆決済関連
（電子通関申告）（自動決済通知）（第三者物流）他

倉庫・輸送業者
＆政府機関

SWIFT＆金融機関

情報機器（IT）
電子部品（EC）
半導体製造（SM）
ソリューション（SP）

テレコム（TC）
ロジスティック（LC）

既存分野 新設分野 検討中
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